
 

 

 

 

 

 

 

 

向陵小学校は、昭和 27(195２)年に大有小

学校分校として起工し、昭和 28年６月 22 日

に大有小の３５６名、北鎮小の２４名からなる

全８学級・計３８０名で開校し、今年で７０周

年を迎えます。 

先日の運動会には、平日実施にも関わらずたくさんの保護者の皆様にご来校いただきありが

とうございました。運動会では、開校７０周年を児童、保護者、地域の皆様が一堂に会してお

祝いすることはできませんでしたが、分散開催においても７０周年の節目を意味付けて取り組

んでまいりました。 

向陵小の校名は、「陵（高き）に向かって、地に足を着け力強く前進し、

努力を惜しまない人間を育てる（向陵精進）」との願いを込め、当時の旭川

市長板東幸太郎氏によって命名されました。そしてこの願いの下に 70 年

間で七千名を超える卒業生とその家族、多くの教職員が向陵小という大河

を満たし、とうとうと流れてきたのです。 

４月号でも、鴨長明「方丈記」の冒頭「ゆく川の流れは絶えずして、しかももとの水にあら

ず」を引用しましたが、子どもたちや先生方が常に移り変わっていく水の流れだとすれば、学

校はいつもそこにあり続ける川であるといえます。 

開校記念日の意味は、人は誰もが一人で生きているわけではなく、過去からつながるたくさ

んの人との関りの中で今の自分たちが生かされていることに思いを馳せること、さらに自分も

それを未来へつないでいくという自覚をもつことなのではないでしょうか。 

開校７０周年を記念することが、子どもたち、そして向陵小に関わった一人一人がその歴史

の一部であることに誇りをもち、向陵小があり続けることへの感謝の気持ちを確かめる機会に

なってほしいと考えています。また、今後も向陵っ子一人一人にとって自分たちが伝統を受け

継ぎ、これからの向陵小学校の歴史を創っていこうとする自覚につながる教育活動を工夫して

進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

校舎前面壁画『子どもの四季』 

昭和５８年９月、校舎の改築工事にあ
わせ、四季おりおりに求める姿を牧野和
夫教諭がデザインした。 
・入学式…靴袋を下げ登校する１年生の姿 

・こいのぼり…男の子らしい元気さを表す 

・登 山…一歩一歩高い目標を目指すこと 

・金太郎…丈夫で力強い子どもを表す 

・松の木…すくすくと大きく成長する願い 

・ひな祭り…心やさしい女の子を表す 

【重点教育目標】 

進んで学び、仲間と共に自律的でより良い

生活をつくることができる子どもの育成 

 

よく考え創り出す子（知） やさしく思いやる子（徳)  たくましくがんばる子（体） 

～向陵っ子全員が 笑顔で登校できる学校づくりのために

～に  

令和４年５月３１日(火)発行 第２号 

旭川市立向陵小学校長 里 村  徹 

◆校章の由来◆ 

中央の二重の山は高邁な理想と強固な意志を

象徴し、それを囲む向の字も含めて六稜の雪の

結晶を形づくり、清純な品性と健やかな成長へ

の願いを託し、大和田俊典教諭が考案した。 

◆校旗の制定◆ 

昭和３２年９月４日、新体育館の竣工披露

式に初代ＰＴＡ会長長尾益雄氏より寄贈を受

けて制定された。 

◆校歌制定◆ 

昭和３０年１１月５日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

今年の運動会は、昨年同様に学年ごとの分散開催でしたが、２日間共に素晴らしい晴天に恵まれた中

で実施することができました。 

運動会は、競技や種目に取り組むだけではなく、学級や学年で協力して集団性や所属感を高めたり、

自分の役割をやり遂げる責任感を養ったり、全校の一体感や伝統意識を醸成したりなど子どもの大きな

成長につながる１年の節目となる行事です。さらにそれを作り上げる教職員集団や子どもの姿、教師と

子ども、子ども同士の関係性などを保護者の皆様にご覧いただく大切な機会でもあります。 

運動会の前日「明日の運動会楽しみだなあ！」、当日の朝「昨日は眠れなかった」、「今朝はいつも

より早く目が覚めた」などのつぶやきからも、子どもたちにとって運動会は大人が思う以上に特別なも

のだということを改めて感じました。 

当日は 2 日間ともにどの学年も運動会のテーマに向かい、最後まで全力、元気に精一杯頑張る姿に感

動しました。特に小学校最後の運動会となる６年生は、自分たちの種目の取組はもとより、２日間全て

の学年のために縁の下の力持ちとして係活動に取り組み、最高学年としての役割や自覚、達成感を学ぶ

ことができました。 

保護者の皆様には、平日にもかかわらず、ご多用のところたくさんの皆様に子どもたちの頑張りをご

観覧いただき心よりお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運動会テーマ】

２５日（水）１・２・３年生 
 

２６日（木）４・５・６年生 
 

 

１年生チェッチェッコリダンス 

全校共通の運命走「大空に虹をかけよう」 

１～４年生団体「大玉送り」 

 

６年生伝統の団体「風神雷神」 

５年生白熱の団体「横綱」 

３年生「８０ｍ徒競走」 

２年生「ラジオ体操」 

運動会を支えてくれた６年生

の係活動 

４年生「８０ｍ徒競走」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教育大学旭川校の学生３名が、２年２組、３年１組、５年 1組で教育実習を行いました。７日間とい

う短い期間でしたが、授業や生活を通して触れ合う中で新鮮な目で向陵っ子のよいところをたくさん見

つけてくれたので紹介します。 

・素直、積極的、勝負ごとに意欲的、学級間の仲が良い、出会ってすぐ仲良くなれる。 

・とにかく元気がいっぱいで、いろいろなことを全力で楽しむ。 

・友達の様子を見て、声をかけたり、手助けしたりする。 

・授業に一生懸命参加し、休み時間は全力で遊ぶ。 

・みんながそれぞれ良いところをもっている。 
特に校長先生は「みんながそれぞれ良いところをもっている」

という言葉がとてもうれしかったです。向陵っ子みんなが、これ

からも自分のよさに自信をもって、仲間と共によい良い学校をつ

くっていくための励ましと受け取りました。 

１年生食育授業 

１年生が「給食ができるまで」というテーマで、給食はどこで作られて

いるのか、どのように作っているのかについて学びました。実際に給食室

に入ることができないため、紅白玉が入った大きなポリバケツを鍋に見立

てて、大きなへらやお玉で調理する作業を体験しました。子どもたちは道

具の大きさや調理する量の多さを実感をもって学んでいました。 

向陵小学校では、全学年で栄養教諭による食育授業を計画的に実施する

とともに、日常の給食などを通し食育を進めています。 

２年生歩道花壇の花植え  

PTA 奉仕作業で取り組めなかった歩道の花壇の花植

えを２年生が生活科の学習の一環として取り組んでく

れました。当日は、マリーゴールドとサルビアなど４種

類、約 240株の苗を手分けして植えました。 

花いっぱいの学校環境は、子どもたちの心はもちろ

ん、歩道を歩く地域の方々の心にも潤いを与えてくれる

ことでしょう 

ＰＴＡ奉仕作業 ５月８日（日） 

コロナ禍でもできることには取り組みたいという願いから昨年度はでき

なかったＰＴＡ奉仕作業を実施いたしました。時折小雨が降る天候ではあ

りましたが、４０名の保護者、教職員に参加いただき、グラウンドの側溝

とプールの清掃に取り組みました。おかげさまで運動会やプール学習に向

けた環境を整えることができました。何より保護者同士、保護者と教職員

が共に作業をすることを通し関わることができたことに大きな意義があっ

たと感じました。ご協力いただいた皆様には心より感謝申し上げます。 

今年度の PTA 活動については、先日実施したアンケートをもとにコロ

ナウイルス感染症の拡大状況を鑑みなが各事業の実施について検討してま

いります。今後ともご協力をお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の行事予定 

１日（水）特別日課、交通安全わかば教

室(１年)、読書月間(～30日) 

２日（木）向陵タイム、眼科検診（１・

３・５年）、委員会 

 ３日（金）特別支援教育相談（～１０日）、

いじめアンケート① 

 6日（月）特別日課、教育相談週間 

 ８日（水）特別日課、芸術鑑賞会(5・6年) 

１０日（金）避難訓練、諸費納入日 

１３日（月）特別日課 

１５日（水）６年修学旅行① 

１６日（木）６年修学旅行② 

１７日（金）６年休養日 

２０日（月）特別日課 

２１日（火）遠足（１～４年）、代表委員会

（中休み） 

２２日（水）開校記念日 

２３日（木）クラブ 

２４日（金）遠足予備日（１～４年お弁当） 

２９日（水）特別日課、歯科検診 

３０日（木）委員会（児童総会）、自転車教

室（３年） 

 

旭川市立向陵小学校 
〒096-0017  

北海道旭川市住吉５条１丁目１－１ 

TEL:0166-51-5488 FAX:0166-51-5489 

E-Mail kouchou@kouryou.els.asahikawa-hkd.ed.jp 

HP http://www.asahikawa-hkd.ed.jp/kouryou-els/ 

職員が産前休暇に入りました 

 本校職員が、出産準備のためお休みに入りました。出

産後は、育児休業でしばらくの間お休みになります。後

任として、６月１日から代替の先生が着任されます。 

。よろしくお願いいたします。 

 先生から 

この度、産休に入ることになりました。多くの向

陵っ子に祝福してもらい、とても幸せです。出産前

から親の大変さを実感しておりますので、人として

更に成長して学校に戻ってきたいと思います。向陵

っ子のような元気な子を産みたいと思います。大変

お世話になりました。ありがとうございました。 
                                            

 

「いじめ」はいつでも、誰にでも起こり得る 

学校では、今年度も「いじめ防止基本方針」を見直し、いじめの未然防止に取り

組んでいます。子どもたちにも、児童版の基本方針を配付し指導していきます。（「い

じめ防止基本方針」は、学校 HP に掲載しておりますのでご覧ください） 

いじめの定義は、「対象となった児童が心身の苦痛を感じているもの」です。つまり、

本人がいじめと感じればそれはいじめなのです。つまり、いじめはいつでも、誰に

でも起こり得ます。だからこそ、常にアンテナを高くして、繰り返した指導や様々

ないじめ防止の取組を続けていく必要があります。 

 

今年度のいじめ防止基本方針の目標 

 ◆「いじめアンケート」 

(1)「いじめはどんなことがあっても許されないと思う」児童の１００％を維持する。 

(2)「誰にも相談しない」児童を０％にする。 

◆ いじめ対策チームを中心に「早期発見・事案対応マニュアル」に基づき、いじめの

未然防止、早期発見、積極的認知、迅速な対応、解消を目指す。 

◆ 児童会を中心に児童自らがいじめの未然防止について取り組む 

活動を充実させ、目標の達成を図る。 

「いじめ」を積極的に認知して、継続的に丁寧に見守ること 

今年度は、年に３回いじめアンケートを実施し、心配な回答については児童

個々に教育相談を行い、いじめ防止対策委員会においてすべての案件につい

て職員で共有し、いじめの定義に従って積極的にいじめを認知することにし

ています。 

認知された事案については、教育委員会にも報告し、校内で

は最低３か月間解決に向け取り組みながら経過を丁寧に見守

ることにしています。いじめはいつでも起こる、いじめが潜在

している懸念を常に意識しつつ指導に当たっています。 

児童用「いじめ防止基本方針」 

子ども相談支援

センター相談窓

口カードを配付

しました。 


